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１ 研究の内容

���研究テーマについて

本部会は「造形的な学びの心づもり�����～�����」という研究テーマで「造形的な学び」の特性を探究

してきた。それを基に ���� 年度より本校が取り組みを始めた研究開発課題「メタ認知と社会情意的スキ

ルを育成する」に着想を得て「アートメタ認知」という創作的概念を掲げ研究テーマの更新をした。そし

て，「身体性を発揮し，アトリエ的な環境や他者（モノ・コト・場・人等）に関わり，つくりながら，未

知未感の対象をわかっていく」（小沼 堀井������）というわかりかたと「アートメタ認知」を定義した。

さらに「アートメタ認知」が発揮される場として「アトリエ的学習環境」の影響があることに着目し，「ア

ートメタ認知」の概念イメージを本校研究テーマ「学びをあむ」の主旨と関連させて図 �の様に表した。

本校研究テーマ「学びをあむ」の“あむ”という行為には，自分の思いを形として創り出していくこと�

必要に応じてほぐしてあみ直すことを含意している。その主旨に照らし合わせると図画工作の学びにそ

のまま重ね合わせることが可能であると受けとめた。造形活動には「アトリエ的学習環境」において材料

やその形や色に働きかける活動と自分の表したいことを基に，これを実現していこうとする二つの活動

がある。これらは題材の特性によってどちらかに重みづけが行われる場合もあるが，子どもの身体感覚に

は一体化して響いていると捉えている。そしてここに働く造形的思考に「アートメタ認知」が埋め込まれ

ていると本部会は考えた。学習者の活動が授業者や他者に見えてしまう「アトリエ的学習環境」において

は無意識の共同注視が往還するため�必然的に個においても共同的な場においても自然発生的な相互交

流が往還することになる。ここに図画工作の学びを“あむ”の実相の一つを見出すことができる。そこで

「アートメタ認知」と「メタ認知スキルや社会情意的スキルの育成」の関係性を統合し�「メタ認知スキ

ル」と「社会情意的スキル」の概念が交差する領域に「アートメタ認知」が在るという気づきを整理して

図１にまとめた。

��� 今年度の研究の重点

昨年度の研究成果「アトリエ的学習環境」において「メタ認知スキル」と「社会情意的スキル」の

概念が交差する領域に「アートメタ認知」が想定する概念が親和的だという気づきを得た。コロナ感染予

防対応が緩やかに緩和される状況の中で「他者との相互の関わり合い」が息を吹き返し，「アトリエ的学

習環境」の重要性が実感を伴って再認識されるにつれて「アートメタ認知」のよりどころが戻りつつある

状況は光明である。奥村（����）は「ある子の『いいこと考えた！』っていう言葉が出た瞬間に，周りの

友だちも教室も教育プログラムも『みんないいこと』になるというか，そんな現象，出来事が『ひらめ

き』」とし� 縁起という展開の中で起きる『ひらめき』や『結びつき』」を大切にしてほしいと，「ひら

めき」が協働的な学びの起点となる旨を述べている。この「ひらめき」という概念は「アートメタ認知」

の具体として親和性が感じられ�日々の造形活動で「因果」に捉われて硬直しががちな身体性を解す予見

性があるという意味で興味深い知見であると考えている。

一方，課題としては，「アトリエ的学習環境」の重要な要素である教師の役割の探究と検証である。指

導と評価の一体化とはいうものの，臨機応変な授業改善へ道筋は言葉の響きほど容易ではない。本部会が

目指す「アトリエ的学習環境」における教師の役割は「モノ・コト・場・人等」と相互に関わり活動する

個による学びの場面

😉😉

😉😉 😉😉 😉😉
共同的な学びの場面

図画工作部会

アートメタ認知

・見えてしまう
「アトリエ的学習環境」
・無意識の共同注視

【メタ認知スキル】

〇材料対話や行為等を通して造形的なイメージをつかむ。

〇つくり，つくり変え，つくることを持続する自己調整力をもつ。
〇他者との違いや善さを共感的に受けとめ創造性の更新に努める。

【社会情意的スキル】

もの📦📦 人👥👥

こ と

💛💛

空 間

（場）

🏢🏢行為

🎨🎨🔨🔨✂ ポートフォリオ・デジタルデータ💻💻� � � � � � � � � � � � � � � � � �図１

〖アートメタ認知〗

－ 88 －

ࠖ▱ㄆࢱ࣓ࢺ࣮ࠕࠖ▱ㄆࢱ࣓ࢺ࣮ࠕ
ᅗ⏬ᕤస㒊ᅗ⏬ᕤస㒊

㸯ࡢ✲◊ࠉෆᐜ㸯ࡢ✲◊ࠉෆᐜ

㸦㸯㸧◊✲࡚࠸ࡘ࣐࣮ࢸ

㸦㸰㸧�ᖺᗘࡢ✲◊ࡢ㔜Ⅼ

ᅗ㸯



子ども㐩をከゅ的，ከ㠃的にㄞみとり価್け，協働的な学びを“あむ”ことにあるわけであるが�その

ためにも，ᗈ義の意味における「評価」の実㝿とྥき合うことは㑊けて㏻れない。これまでも子ども㐩の

ጼの中から「アートメタ認知」が発揮されている場㠃を᩿∦的に捉えてきたが，「アートメタ認知」の実

相をけるには分とは言えない。そこで年度は，実㊶に༶した「ㄞみとり」の「実㊶的ᡭ❧て（方

ἲやㄞみとりのほ点）のၥい直しに重点を⨨いて実㊶に取り組んで来た。

（�）「アートメタ認知」を通しࡓᏊものάືのㄞࡳとりについて

表１は「アートメタ認知」と学習指導要領が♧す㈨㉁・能ຊを౽ᐅ的に対応させた表である。౽ᐅ的と

したのはྛ㡯目がそのまま等価್に対応する概念ではなく，「メタ認知スキル」と「社会情意的スキ

ル」の概念が交差する領域に「アートメタ認知」が在るとした「アトリエ的学習環境」で造形的思考が

相互に，重ᒙ的に行き交うイメージへの着目をことわるためである。そのࣗࢽアࣥスをఏえるためにも

「アートメタ認知」を発揮している子どものጼのㄞみとりの方⟇を明らかにしていく必要がある。そこ

で昨年度の課題であった「教師の役割」の言ཬとしてㄞみとりに₯在すると考えられる「⩻ヂ」という

行為に着目してみた。「⩻ヂ」というㄒからは「直ヂ」や「意ヂ」という言葉が連想される。それにೌ

えࡤ，表 �は「アートメタ認知」を学習指導要領と対照させるために「⩻ヂ」をしたと考えることも可

能である。「アートメタ認知」という創作的概念のỗ⏝性をᢸಖするためには「⩻ヂ」によるỗ⏝的概

念等とのᶫΏしがồめられるのではないだろうか。また�一⯡的にᬑཬしている評価活動を概ほすると�

授業ほᐹや活動グ㘓（ᫎീ・画ീ）や作ရ・学習࢝ーࢻ等を評価材とした「⥲合的ุ᩿」を評価にᫎ

させるという理解が定着しているが�この「⥲合的ุ᩿」という行為には，授業者による「⩻ヂ」が₯

在的にᫎされているのではないかと考えるわけである。もっとも㐣な「意ヂ」が「㐪ヂ」へ㐓れな

いように心づもりすることは「教師の役割」として大切である。

���「アートメタ認知」࡛⫱ᡂする㈨㉁・⬟力の⪃ᐹ

。材料対話や行為等を通して造形的なイメージをつかむ߇

「造形㐟びをする」は�材料との対ヰや行為を㏻して，その形や色などから思いいた造形活動を行うこ

とから，߇の㈨㉁・能ຊと᭱も親和性が㧗いと考えられる。㏫ㄝ的には「評価が㞴しい」とᩗ㐲されがち

な「造形㐟び」こそ「アートメタ認知」の本領を発揮する場ではないかとも考えられる。そこで➨㸱学年

におけるㄞみとりを考ᐹしたい。本題材は，本学のᗂඣ教育（造形㐟び）「ールでఱしよう㸽࣎ラー࢝」

₇習ᢸᙜよりㆡり受けた図㸰の࢝ラー࣎ールを活⏝した。അ然ながらこの縁起も「アトリエ的学習環境」

の一つである。導ධに「あそࡪ（⌫ᢏ㐠動㝖く）」または「つくる」等の活動が展開できそうだという

共᭷をしたᚋ，図㸱や図㸲の活動が目に␃まった。図㸱は࢝ラー࣎ールを㌿がす⋵具で，領域としては工

作の活動である。また，図㸲は「ᾏ㩭ᘚᙜ」だそうで，❧体に表す活動となる。図㸱は࢝ラー࣎ールをຍ

工せ࣎，ࡎールの特性を⋵具の一部として活⏝している。一方図㸲は，࢝ラー࣎ール

を材料としてᢅいࢽ࢝を表現

している。さて，この␗なる

表現ᆺᘧやᢏ能を活⏝してい

る活動をどのようなほ点でㄞ

みとるかᝎむところであるが，

「アートメタ認知」では「⨾（善さ）」にྥか࠺ことへの着目をᥦ起している。「アトリエ的学環境」

の活動は「⨾（善さ）」にྥかうことを基┙としているので，ここに授業ࢨࢹイࣥとしての▩┪は生じ

ないと考えている。このよみとりほ点のၥい直しを「⩻ヂ」と捉えたい。

。つくり，つくり変え，つくることを持続する自己調整力をもつ߈

「アートメタ認知」࡛⫱ᡂする㈨㉁・⬟力 学⩦ᣦᑟせ㡿が♧す㈨㉁・⬟力

材料との対ヰや行為等を㏻して造形的なイメージをつかむ。 知識ཬびᢏ能

つくり，つくり変え，つくることをᣢ⥆する自ᕫㄪ整ຊをもつ。 思考ຊ・ุ᩿ຊ・表現ຊ等

他者との㐪いや善さを共感的に受けとめ創造性の更新にດめる。 学びにྥかうຊ，人間性等
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図㸵は，ᮌ∧画でったࣖࢽ࣋∧ᮌを௵意の᭤⥺で切り分け，ࢰ࣍（切込み⁁）で᥋合して組み❧てる

➨㸳学年「⣒のこスイスイ」の活動である。この組み合わせは想ീ௨ୖに㞴しい作業

なので，活動㐣⛬でከくのヨ行㘒ㄗが⧞り返される。まࡎ，ୖẁの画ീから㞄ᖍの友

人のᡭが⿵ຓしている様子が☜認できる。ḟに中ẁの画ീでは，部ရをつかむ作者の

ྑᡭと作ရ本体をᨭえる友人のᡭが交差しており，自然発生的な「共同」的行為が

「協働」へと更新されてୗẁの成へと導かれた⤒⦋をㄞみ取ることができる。この

は「他者との相互の関わり合い」が行き交う「アトリエ的学習環境」のᆺではあ

るが，想定を㉸える㞴易度を㉺える「自ᕫㄪ整ຊ」を育む場の✵気感として重要

である。༢にᅔっている友人をᡭఏうという理ほのみが働くのではなく，ྛ々が

ྥき合っている活動に埋め込まれたᅔ㞴さを身体性として実感し，共㬆するからこ

そ発生する応⟅である。さらには，「アートメタ認知」の基┙である「感じるとい

うわかり方」が発揮されるからこそ，言葉をさࡎとも，㞴しい個ᡤやᡭఏう⟠ᡤの

見㏻しが❧つわけである。図㸵の二人が交差するᡭのຊຍῶをㄪ整する身体感覚には

「アートメタ認知」の働きかけがᫎされていると考えている。

。他者との違いや善さを共感的に受けとめ創造性の更新に努める߉

図㸶はアート࢝ーࢻから௵意の作ရ࢝ーࢻを㑅びコࣆーして，画⏝⣬の௵意の場ᡤ

に㈞り，想起したイメージを⤮の具でᥥきຍえる➨㸳学年「まだ見ࡠୡ⏺」の活動で

ある。対㠃する二人が同じ࢝ーࢻを㑅び，表現様ᘧもఝていたことが目に␃まり，୧

者とも㏞いなく，のびのびと➹を㉮らせていたጼを「⨾（善さ）」にྥかうጼとして

ㄞみとり画ീにグ㘓した。そして「お互いが影響し合っているように見えるね。」と

ኌをかけたところ「は㯮ᯈに㈞ってあるあの⤮にれたのです。」と返⟅して図㸷

のཧ考作ရを指差した。他者の活動が見えてしまう「アトリエ的学習環境」での造形

的コࢣࢽ࣑ࣗーࣥࣙࢩの影響は≀理的㊥㞳にだけあるのでははないことを再認識した

だけでなく，子どもの活動のㄞみとりのᡭ❧てとして㐺切な⫈き取りや対ヰの重要性

も☜認できた。もし，この場㠃での対ヰが無けれࡤ，図㸶の子どもの表現意図を「㐪

ヂ」したまま῭ませていたことになるわけである。

㸰 ᤵᴗᐇ㊶からࡓࡳᏊもࡕࡓの学ࡪጼ

���「アトリエ的㢼ᅵ�環境�」にᇙめ㎸ࡓࢀࡲ「アートメタ認知」を⪃える

���� 年度は，ある⏨ඣが様々な፹体にゐれ自分なりの善さを⋓得していくこと

について，そのุ᩿の㐣⛬を村実（����）の「善さのᵓ造」や，「善さのᵓ造」

の解㔘（図 �）をᘬ⏝し，「アートメタ認知」と「⨾（善さ）」にྥかうことについ

て考ᐹした。その事から「アートメタ認知」は，様々な周㎶他者との関わりの

中で善さへྥかう㝿に生み出されるとし，「アトリエ的㢼ᅵ（環境）」に埋め込ま

れた認知であると考えた。���� 年度はアートメタ認知が発揮される「アトリエ的

㢼ᅵ（環境）」�という場における，様々な他者との相互の関わり合いで変容する子どもの表現について発

表した。���� 年度には，子どもが⣬をᢅう㝿の自分の意図しない⓾を「㓶い」とすぐにỴめつけてしまう

ことについて，「ᮍ知ᮍ感の対象をわかっていく」ということに㛢じていると考え，「⓾」をテーマに授業

を行なった。その授業では，自他の関係や，関係することによって自分の表現の善さが見えてくる子ども

のጼを捉え，周㎶の他者との相互の関わり合いによって「ᮍ知ᮍ感の対象をわかっていく」という「アー

トメタ認知」が発揮されたと捉えた。

しかし，昨年の実㝿指導研究会の協㆟会では，「もの」のᏑ在をᛀれてはいないかというࡈ指をいた

だいた。たしかに，図画工作の教⛉特性として，ఱか❧ち現れてくるものがあり，その「もの」が関係の

1 ⨾㤿のࡺり（����）によると，「アトリエ的学習環境」とは作ရをไ作する学習✵間のことであり，㏻ᖖの教育環境と␗なる点として，学習者
のไ作㐣⛬が授業者や他の学習者にබ開され，≀理的なものだけはなく，そこでのイࣥタラࣥࣙࢩࢡが共᭷されることだとしている。

図 5

図 6

図 7

図 �� � 善と⨾について
బ⬃「人間のモࢹル」
教授工学，➨㸰ᕳ，����
年
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中でどのように現れてくるのかという事は㠀ᖖに重要な視点である。

この「もの」について，᳃⏣（����）はⱁ⾡の領域における他者との関わりを「自他の差しྥかいの二

㡯関係ではなく，『作ရ』を➨୕㡯とする୕㡯関係である。」とし，作ရのᏑ在やはたらきをၥい，他者と

の関わりや社会についてアーࣞࣥト（����）の「≀ WKLQJ」をᡭがかりに，「ⱁ⾡作ရが⣧⢋な⊂❧した

『もの』であることによって，人人とと人人ととがが」」ᩘᩘ性性ををಖಖᣢᣢししてて共共生生すするるබබ共共ୡୡ⏺⏺にに⨨⨨しし，，人人とと人人ととををつつ

なな̾̾ࡂࡂ㝸㝸ててるる『『在在≀≀』』であることをồめたからだと考えられる。（␎）ከくのⱁ⾡ㄽが，作ရの『ෆ容』，

作ရによって『表現』されるఱ事かを重視するのに対し，アーࣞࣥトはⱁ⾡作ရが『≀』であることを重

視する。『≀』であることによってⱁ⾡作ရは，人と人との間の『在≀』でありうるからである。『ෆ容』

や表現されるఱ事かは，見たり⪺いたりゐれたりできる『≀』にならない㝈り，人と人が関わるබ共ୡ⏺，

活動
アࣥࣙࢩࢡ

の領域にあらわれることができない。ここで改めて，『≀化』というไ作
࣡ ー ࢡ

のはたらきがၥ題になるは

，，だ。アーࣞࣥトの㆟ㄽは，われわれが๓ⴭにおいて，ⱁ⾡作ရのไ作を，㢌㢌のの中中のの出出来来事事ででははななくくࡎ

『『≀≀』』をを生生みみ出出すす㐣㐣⛬⛬として考ᐹしたことともつながってくる。」と述べている。

ここで再度，アートメタ認知の図をཧ照されたい。アートメタ認知の解ㄝには，ᚑ来の「メタ認知」に

ついて「個人の㢌の中に還ඖされている」とし，それに対ẚする「アートメタ認知」は「」ᩘ性をక࠺ᵝࠎ

な他者にᇙめ㎸ࡓࢀࡲ」としてきた。

これは，᳃⏣（����）が指する「『ⱁ⾡作ရのไ作』を，㢌の中の出来事ではなく，『≀』を生み出す

㐣⛬」ということや「人と人とが」ᩘ性をಖᣢして共生するබ共ୡ⏺に⨨し，人と人とをつなࡂ—㝸て

る『在≀』であること」ということに，それࡒれ「メタ認知」「アートメタ認知」の定義が重なる。

このことから，アートメタ認知における「もの」をアーࣞࣥトの「≀」概念で考ᐹし，作ရ㸻「≀」を

生み出す㐣⛬に注目したい。えࡤ，➹者が᙮้作ရをไ作していたに，ఱもないⰺᲬに⢓ᅵを⢒くつ

けていく間に形が見見ええててききたたりり，大きなኴを═めたりしていると，ᮌの形のⒷや個性が見え，そこから

まるでᮌがㄏ導するように見見ええるるということがしࡤしࡤあった。このようなไ作体㦂はよく知られたこ

とではあるが，����年に子どものጼから題材化した造形あそび「ᅵの造形」では，ある子どもが活動㐣⛬

においてᅵが生き≀に見え，ᅵのሢの形状から生き≀を作っていく体㦂（その体㦂からᚋに題材ྡを「ᅵ

さん一⥴に㐟ࡰうよ」にした）や，その実㊶のエࢯࣆーࢻにも，子ども㐩のいる㢼ᬒが⚾に「見見ええててききたた」

とグ述していた。

このことについて，᳃⏣（����）は，⤊❶「�中動ែ」の一⠇で「『主体Ѹᐈ体』関係の成❧のᡭ๓で主

体を成❧させる差␗化，ୡ⏺を現れさせる差␗化，主体とୡ⏺とを同に成❧させる差␗化，そのような

差␗化のはたらきが中動ែでグ述され，中動ែを思考の⠊として考ᐹされる。差␗化という概念は，主

体が，あらかじめ主体であるのではないこと，ୡ⏺が対象化されたᐈ体である௨๓に主体を㉸えた出来事

のෆに現れること，との関係で意味をもつ。ⱁⱁ⾡⾡体体㦂㦂がが中中動動ែែででググ述述さされれるるのも，同様のᩥ⬦で理解でき

るだろう。」�と述べている事がཧ考になる。

これまでの研究や昨年の課題から，子どもや教師の「ものをไ作する㐣⛬の言葉」に注目し，子どもの

ไ作㐣⛬を考ᐹする。

� ᳃⏣（����）は「፹」を「『差␗化』でもある。」としている。

図 � 「メタ認知」のイメージ
個の㢌の中だけで考えがぐるぐるとᅇっている。
個人の㢌の୰に㑏ඖされている。

個の㢌の中で

ぐるぐる考えが
まわっている。

図 �� 「アートメタ認知」のイメージ（����ࠥ）
ことやもの，場（✵間），ከ様な人（個）などの」ᩘ性をక࠺，ᵝࠎな

他者に埋め込まれた認知である。このように，様々な他者に関わりなが
ら新たにわかっていくことを表した。
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（�）「わࡓしのきも࠶，ࡕなࡓのきもࡕ」 図画工作 㸰学年 １１᭶

本題材では，これまで⤒㦂してきた表現方ἲやモࣥࢲテࢡࢵࢽࢡなどのᢏἲを取りධれながら，Ỉᙬ⤮

の具をい１㸮�１㸱⛬度の画⏝⣬に自分の感情を表す「きもち࢝ーࢻ」をไ作した。まࡎは，人は

どんな気ᣢちになることがあるか，これまで⤒㦂した感情をそのの状況を想起しながら⣭友と共᭷し

た。そこでは，感情だけではなく，≀事の状ែや状況を表しているもの，言葉に表せない気ᣢちなどከ様

なኌもあげられた。教師は「そんなはどんな気ᣢちになるかな㸽」「どういうにそうなるの㸽」など

とၥいかけながら，子どもがそのの状況と共に「自分のきもち」をイメージできるようにした。そして，

ไ作した「きもち࢝ーࢻ」をᣢちᐤり，感情をテーマにした㐟びを考え，㐟びの中でお互いの感情や表現

の㐪いを㚷㈹した。

ձᑡしࡎつΰⰍし，Ⰽを᥈究する࠾さむ

ղ対象のゼࢀにひらかࢀていく࠾さむ

おさむは᭱ึ「色色ががででききたた！！」と自分が成した事に対して႐んでいたが，そのᚋ「「ななっっててききたた」」という

言葉を発し始めるようになった。おさむ自身がΰ色していたᙜ事者であったが，おさむはあたかも色が自

分のඖにゼれてきたような言い方をした。さらに教師も「色ってそんなに変わるんだね。」と，目の๓で

おさむがΰ色していた㐣⛬を見ているにも関わらࡎ，色が自分㐩の意ᚿでΰࡊり合い変容していったか

のような捉えをしていたのである。他にも，教師はおさむのエࢯࣆーࢻを᭩く㝿に，「気にධった色になな

っったた。。」「どこにሬるのがいいか見見ええててききたたようで」など，おさむが「した」「見た」のではなく，「「ななっったた」」

「「見見ええててききたた」」という表現を⏝いていた。

このようなձでᣲげたグ述を「ⱁ⾡体㦂を中動ែでグ述」したものであると考える㝿の，ࣥࢹࣥ࢝ス

キーや࣍ࢵࢦ，エルࣥスト等のⴭ᭩やㄒりをᘬ⏝しながら「（␎）実㝿に体㦂されるไ作の㐣⛬は，必ࡎ

しもそのような主体̿ᐈ体，能動̿受動の図ᘧにまるものではない。」という᳃⏣（����）の指を㋃

まえてୖグのグ述を考ᐹすると，アートメタ認知でいうところのᮍ知ᮍ感のものࡈとをわかっていく㐣

⛬において，おさむは自分が行為主体ではない認識をし，対象がゼれることにひらかれているように見え

る。これまで作ရを作る作者が，「発想した」「作り出した」と能動ែでグ述していたが，ไ作㐣⛬で起こ

っている事をᛅ実に᭩き起こしていくと中動ែのグ述になり，そのグ述によって作者に想定されない「も

の」がゼれる㐣⛬が見えてきた。さらにこのᚋ，⏝具をḧするࡺきのጼがあり，アートメタ認知が発揮さ

れる場のタ定についても考えた。

ճᵝࠎな他者にすࡄにアࢭࢡス࡛きる場

タリࣥグの⏝具は，教室からᑡし㞳れた場ᡤの可動ᘧのᲴにಖ⟶してあっࢵࣃきが教師にồめたスࡺ

おさむはࢵࣞࣃトのୖでΰ色し自分なりの色を作っていた。おさむは➹のୖ部を親

指とひとさし指でむようにᣢち，ࢵࣞࣃトの中ኸに，㟷色とⓑ色，ΰ色して作って

いたⓑがከくΰࡊった㯤⥳色を，ᑠさなをᥥくようにᑡしࡎつΰࡐていた（図 ��）。

その㏵中で，自分が気気ににධධっったた色色ににななっったたののかか，ⷧいỈ色になったところで「ききれれいい

なな色色ににななっっててききたた！！」」と㏆くにいた教師を見ୖげኌをかけた。そのᚋ，色をሬってい

た㏵中の⣬をもち，「どっちらへんにしたほうがいいかな。」と⣬をᶓにしたり，⦪に

したり動かしながら，どこからሬろうかと探っていた。おさむは⣬を動かしている㏵

中でどどここににሬሬるるののががいいいいかか見見ええててききたたよよううでで，，⣬を⦪にᣢち，ྑ ୗからᕥୖにᘼをᥥ

くように，またᑡしࡎつᑡしࡎつ，▷い⥺をᥥくようにሬり，色をㄪ整しながらៅ重

にሬり㐍めていった（図 ��）。

（␎）

そのΰ㣗の㏵中で，おさむは「あ，なんかちࡻっと㯤色㊊しただけでこんなに変わ

った。」とኌをあげた。教師は「㐪うね，ちࡻっと㊊しただけだったよね，ね。」「見

てた⚾も。色色っっててそそんんななにに変変わわるるんんだだねね。」と応⟅した。そのᚋ，できあがった色に

☜ಙをもてたのか，度は点でも，▷い⥺でもなく，スーっと➹をᢠ感なく動かし，

気ᣢちⰋくሬっているようであった。そして度は，㯤⥳をΰࡐるが，度は᭱ึに

ሬった色からての色とẚ㍑するようにての色のୖに➹を㡰␒に⨨いた。

図 �� ᑡしࡎつをᥥくよ
うにΰࡐていくおさむ

図 �� ᑡしࡎつᥥき㐍める

－ 92 －

㸦㸰㸧ࡕࡶࡁࡢࡋࡓࢃࠕ㸪あࡕࡶࡁࡢࡓ࡞ 㸯㸯᭶ࠉ㸰学ᖺࠉᅗ⏬ᕤసࠉࠖ

ᅗ ��

ᅗ ��



た。そのᲴには子どもがうであろう材料や⏝具をᑡしࡎつ✚み，いつでも出せるようにしてあるなど，

༶興的な子どもの表現に対応できるようにしてある。

アにあるᲴからあみをᣢち込んだᚋ，その⏝具のࢹきやおさむがメࡺ

Ꮡ在があっという間に教室にᗈがり，周㎶のこども㐩も同じ⏝具をって

ไ作していた。このように，子どもがすぐに⏝具や材料などにアࢭࢡスで

きる環境が，周㎶に埋め込まれた他者によってもたらされるアートメタ認

知を働かせる場の特ᚩである事が言える。

㸱 行為体が᭕なゝⴥとᦂືࢀく場

この場㠃では，ఱ度動画を見返しても，ㄡがㄡに影響したのか明☜に言えない状況があった。これまで

ある特定のඣ❺に↔点をᙜて，そのඣ❺から発ಙされたものが周㎶に影響をえ変容させていたと見て

とってきた。しかし，ୖ述してきた「ไ作」の場における行為主体が᭕でᖖに動きのあるアトリエ的環

境では，ㄡがㄡに表現（㸻善さ）をもたらしたかということを明☜にㄒる事は㞴しい。㸰でᣲげた᳃⏣

（����・����）の中動ែㄽを㋃まえれࡤ，アトリエ的㢼ᅵ（環境）では，むしろㄡがㄡにという主体がは

っきりしない事の方が自然である。

これらのことから，「ᮍ知ᮍ感のものࡈとをわかっていく㐣⛬」において，行為主体が᭕になり�「対

象がゼれることに自分がひらかれていく」という➨୕のែがみられることも，アートメタ認知の特ᚩとい

えよう。

㸲 今ᚋにྥけて

᳃⏣（����）が「中動ែ」をඖにⱁ⾡体㦂を考ᐹしていたように，「中動ែ」という概念をඖに子ども

㐩のไ作㐣⛬を考ᐹし，行為主体が᭕な言葉が㣕び交い，そのような状況の中で，周㎶の他者にゐ発さ

れる子どものጼをみとってきた。その子どものጼから，ᖖに変容しᦂれ動く場に「どどここかかららととももななくくゼゼれれ

るる善さにひらいていく」という中動ែの概念を取りධれ「アートメタ認知」を更新したい。ᚋも子ども

や教師の行為主体が᭕な言葉やその状況，ᖖにᦂれ動く場について着目し，さらに研究を深めたい。

（ᑠ・ᇼ）� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �
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図 �� がḧしいと࢝ࣕࢩ࢝ࣕࢩ
教師にッえるࡺき

と⪺き，教師は「すするるややつつっっててああるる㸽㸽࢝࢝ࣕࣕࢩࢩ࢝࢝ࣕࣕࢩࢩ，ඛ生，ඛ生」，きは，教師にࡺ

「あࠥ（ここには）無いね。ࣕࢩࢵࣕࢩって自分で㣕ࡤしてみる㸽」と自分の➹で

表現できることをఏえた。ࡺきは「あれあれࡤ，㞵㝆らせる。」とᡭでスࢵࣃタリࣥグ

（⣽かな点の⭷のようなᶍ様を表現するᢏἲ）のࣈラࢩを᧿るᡭつきをして見せた。

教師は「じࡷあḟの間で」と取りに行くことを⣙᮰したが，その㏆くにいたおさ

むも「「たたししかかにに࢝࢝ࣕࣕࢩࢩ࢝࢝ࣕࣕࢩࢩががḧḧししいい」」とと自自分分のの作作ရရののୖୖににᡭᡭをを⨨⨨きき，，「「ここのの㎶㎶ににࢩࢩ

きだけではなくおさむもḧしていたことから。教ࡺ。がが。。」」とኌかけてきた࢝࢝ࣕࣕࢩࢩ࢝࢝ࣕࣕ

師はࡺきに「すぐだったらアトリエにあるよ！」とኌをかけた。そのኌを⪺き，お

さむは「「ああ，，もも！！」」とໃいよく㥑け出していった。教師は「うん，そしたらいって

おいで。」と㏦り出した。教室からᑡし出たところにある「メࢹア」のᲴに様々な⏝

具や材料が⏝意してあるが，ࡺきやおさむ㐩はその中から⥙を見つけ，「あった！」と

Ꮀしそうにᣢち出していった。ḧしい⏝具を見つけたᎰしさからか，࢝ࣕࢩ࢝ࣕࢩ㡢

を❧てながら教室にᖐっていった。

図 �� おさむの࢝ーࢻ
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